
商工観光労働企業委員会会議記録 

 
                      商工観光労働企業委員長  木付 親次   
 
１ 日 時 

   令和６年９月１８日（水） 午前１０時３０分から 
                午後 ０時０５分まで 
 
２ 場 所 

   第６委員会室 
 
３ 出席した委員の氏名 

   木付親次、今吉次郎、穴見憲昭、吉村尚久、吉村哲彦、末宗秀雄 
 
４ 欠席した委員の氏名 

   元吉俊博 
 
５ 出席した委員外議員の氏名 

      森誠一、堤栄三 
 
６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   商工観光労働部長 利光秀方 ほか関係者 
 
７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 
 
８ 会議の概要及び結果 

（１）第７６号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと全会一致をもって決

定した。 
（２）第８０号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することに全会一致を 
  もって決定した。 
（３）大分県長期総合計画の実施状況について、公社等外郭団体等の経営状況について、令和５

年度大分県内部統制評価報告書について及び観光誘客の状況についてなど、執行部から報告

を受けた。 

（４）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 

 
９ その他必要な事項 

   な し 
 
１０ 担当書記 

   議事課委員会班    主査  飛鷹真典 
   政策調査課政策法務班 主査  稲垣俊和 



商工観光労働企業委員会次第 
 

日時：令和６年９月１８日（水）１０：３０～ 
場所：第６委員会室             

 
１ 開  会 
 
 
２ 商工観光労働部関係                    １０：３０～１１：５５ 

（１）付託案件の審査 
第 ７６号議案 令和６年度大分県一般会計補正予算（第２号）（本委員会関係部分） 

（２）合い議案件の審査 
   第 ８０号議案 大分県長期総合計画の策定について（付託委員会：総務企画委員会） 
（３）諸般の報告 
  ①大分県長期総合計画の実施状況について 
  ②公社等外郭団体等の経営状況について 
  ③県有地の信託に係る事務の処理状況について 
  ④令和５年度大分県内部統制評価報告書について 
  ⑤大分県中小企業者等向け融資の損失補償に係る求償権の不等価譲渡の承認について 

  ⑥宇宙港について 
  ⑦観光誘客の状況について 
  ⑧「第５期ツーリズム戦略」の策定状況について 
（４）その他 
 
 
３ 協議事項                         １１：５５～１２：００ 
（１）閉会中の継続調査について 
（２）その他 
 
 
４ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

木付委員長 ただいまから、商工観光労働企業

委員会を開きます。 

 本日は、元吉委員が欠席しています。 

 また本日は、委員外議員として森議員、堤議

員に出席いただいています。 

 ここで、委員外議員の皆様に申し上げます。 

 委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑終了後に挙手し、私から指名を受けた

後、長時間にわたらないよう要点を簡潔に御発

言願います。 

 それでは、本日審査いただく案件は、今回付

託を受けた議案１件、総務企画委員会から合い 

議があった議案１件です。 

 この際、案件全部を一括議題とし、これより

商工観光労働部関係の審査に入ります。 

 まず、付託案件の審査を行います。第７６号

議案令和６年度大分県一般会計補正予算（第２

号）のうち、本委員会関係部分について執行部

の説明を求めます。 

利光商工観光労働部長 商工観光労働部長の利

光です。皆様におかれては、商工観光労働行政

をはじめ県政の諸課題に対し、日頃から御尽力

を賜り誠にありがとうございます。初めに、８

月末に県内を直撃した台風第１０号についてで

すが、各地では大雨と強風に見舞われました。

被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げ

ます。商工観光労働部では、被災した中小事業

者を対象とした特別相談窓口を今月２日から設

置し、経営・金融の両面で相談を受け付けてい

ます。引き続き、商工団体等とも連携しながら

事業の再建をサポートします。 

 本日は付託案件、合い議案件、諸般の報告を

行います。項目が多くなっていますが、よろし

くお願いします。 

井上経営創造・金融課長 ２ページを御覧くだ

さい。 

 中小企業金融対策費についてです。中小企業

金融対策費、いわゆる県制度資金に関する事業

で、予算額は１８億２，５０５万５千円です。 

 この事業は、最低賃金の引上げや人手不足に

より人件費が上昇する中、中小・小規模事業者

がその原資となる収益を確保できるよう、生産

性向上や新事業の展開などに必要となる資金に

対し、保証料を免除した融資制度を創設し、こ

れに伴い必要となる貸付原資の預託などを行う

ものです。なお、融資にあたっては確実に経営

力強化につながるよう、専門家が賃上げの実施

を含む事業計画の策定やその実行を伴走支援す

ることで、持続可能な賃上げの実現を図ります。

あわせて、債務負担行為２億３，８２５万３千

円の設定もお願いしています。 

遠山商工観光労働企画課長 同じく資料２ペー

ジの二つ目を御覧ください。 

 大阪・関西万博出展事業、予算額は５５０万

５千円です。 

 この事業は、来年４月１３日から開催される

大阪・関西万博において、国内外からの誘客や

県産品の販売促進等につなげるため本県の魅力

発信に向けた出展準備を進めるものです。具体

的には、大阪・関西万博の自治体催事における

展示内容の調整やブースデザインの作成など、

出展準備を進めるものです。加えて、万博会場

等において県内各地の地域資源を効果的にＰＲ

するための素材集の制作も行います。素材集の

制作にあたっては、県内各地の約６０素材につ

いて取材、撮影を行い、ＷＥＢ版の制作も予定

していることから、令和７年７月の完成を見込

んでおり、債務負担行為４２７万９千円をお願

いしています。なお、本県の出展については搬

出入期間も含め、令和７年９月２日から６日の

５日間、会場はＥＸＰＯメッセ「ＷＡＳＳＥ」

の一部を予定しています。また、本県も含めた

九州７県による合同出展を予定しており、特に

海外からの来場者に対しては、九州としても情

報発信等を連携して行うこととしています。 

木付委員長 以上で説明は終わりました。 
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 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見などはありませんか。 

吉村（尚）委員 大阪・関西万博出展事業につ

いてです。ブースでの展示とか素材集というこ

とですが、今の訪日外国人を見れば、日本の生

活文化とか食文化とかアドベンチャーツーリズ

ム、何とかツーリズムと呼ばれることを好む方

が増えていると思います。そういう意味では、

単純な観光ＰＲ動画とか映像だけではなくて、

例えば佐伯市の海に行って一緒に魚を釣って、

それを料理して食べるとか、和傘の最終工程だ

け一緒に作って、和傘を持って中津市の街並み

を歩くとか、そういう体験的な動画が効果的か

と思いますが、そういうことで何か考えている

ことはありますか。 

遠山商工観光労働企画課長 素材集の話をしま

したが、県内各地の誇るべき産品や自然の景観、

文化なども取材し、小冊子で整理します。あわ

せて、万博会場ではディスプレイに加えてアプ

リで見られる形の取組を考えているので、委員

御指摘の点については、そういった形でＰＲし

ていければと思っています。 

吉村（尚）委員 体験動画みたいなものが効果

的だと思うので、是非そういうものを検討して

いただければと思います。 

末宗委員 金融の関係で、利率が１．８から２．

０とあって、今、金融動向が日本は上がりなが

らアメリカは下がりよるんやけど、これまでの

経緯と今後どうなっていくのか、そこら辺をち

ょっとお伺いしたい。 

井上経営創造・金融課長 御質疑は、県制度資

金の金利の動向についてでよろしいでしょうか。

（「これに書いているもの」と言う者あり） 

失礼しました。今、委員がおっしゃったとおり、

金利の上昇局面にありますが、県制度資金の金

利に関しては中小企業、小規模事業者のための

低利固定の資金で、日本銀行の金融政策の変更

等に伴って県の制度資金の金利を上げる検討は

していません。 

末宗委員 違う。今までは何ぼで、どういう動

向で今後は変わらんとか、そういうのを聞きよ

るんやけど。 

井上経営創造・金融課長 失礼しました。 

 県制度資金は様々なメニューがあり、それぞ

れの資金メニューに応じて金利を設定している

ので、一概に金利のこれまでの経緯について、

例えば上昇や下降はありません。資金メニュー

ごとに、それぞれ適切な金利を設定しているの

で、なかなか一概に言えません。（「いや、こ

れを聞きよるんよ」と言う者あり）これは、今

回新しく作る資金で今回、承認いただければ遅

くとも１０月中にはこの資金を中小企業の皆様

に活用していただけるよう、事務手続を進めて

いきたいと思っています。これに関しては新設

の資金なので、これまではありません。 

今吉副委員長 さきほど和傘の話をしてもらっ

たんですけど、これは取材に来るんですか。 

遠山商工観光労働企画課長 御承認いただきま

したら、各振興局を通じて各市町村に御紹介す

る中で、素材を集めたいと考えています。 

今吉副委員長 まだ、候補には入れていないと

いうことですか。 

遠山商工観光労働企画課長 これは予算を承認

いただかないとなかなかできないので、今は素

材がどんなものがあるのかを事前に調査してい

ます。今後、正式に進めていきたいと考えてい

ます。 

今吉副委員長 和傘が決まれば利光部長が体験

に来て、それを扱ってくれるんでしょうか。 

遠山商工観光労働企画課長 今のところ、素材

を集めて体験型のディスプレイという形で、素

材にまとめるかどうか、そこまで今はまだ決め

ていません。今のところ素材を、例えば、さき

ほど吉村尚久委員が言われた風景と和傘を合わ

せて情報発信するようにしているので、それに

ついては少し検討したいと思っています。 

今吉副委員長 では、早く決めてくださいね。 

 次は、最初の中小企業金融対策費ですが、約

１８億円という予算の中で、融資限度額が２億

８千万円ということは、最高２億８千万円の融

資ができるということですか。 

井上経営創造・金融課長 おっしゃるとおり、

限度額は２億８千万円ですが当然、金融機関や

保証協会の審査もあるので、２億８千万円満額
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を借りる方はなかなかいないと思うし、ケース

としては大体、県制度資金でいうと多くて１千

万円とか２千万円ぐらいの資金供給になってい

るので、大体それぐらいと思っています。融資

枠は６０億円です。県の予算としては１８億数

千万円ですが、今回新しく作る制度資金に関し

ては融資枠６０億円を準備しているので、ある

程度、多くの中小企業の皆様に御利用いただけ

るのではないかと思っています。 

今吉副委員長 それと、審査するときは一応ど

ういうことをやりたいのかを出していただいて、

それが通らないとできないということですか。 

井上経営創造・金融課長 今回の資金の特徴に

ついては認定支援機関、いわゆる経営支援の専

門家等と一緒になって、まず賃上げの計画を含

んだ事業計画書、事業行動計画書を作っていた

だくのがこの資金を受けるための利用要件にな

っています。この事業計画書を認定支援機関と

一緒に作っていただいて、その実行に取り組む

方に、この資金を受けていただく流れになって

います。 

今吉副委員長 賃上げは前面に出すんですけど、

企業としては、いろいろ事業計画をして売上げ

が上がらないと賃上げができない。その事業計

画が本当にうまくいくのかは、そこではまだは

っきり分からないと思うんですよね。ただ賃上

げといっても、売上げが上がらないと実際給料

を上げようがないので、そこの判断基準はどう

なのか。 

井上経営創造・金融課長 今回の賃上げを伴っ

た事業計画の策定にあたっては、単に計画を作

るだけではなくて、作った後も認定支援機関が

伴走支援していくことも要件となっています。

ですので、具体的にいうと四半期に１回、認定

支援機関が企業と一緒になって、その進捗状況、

計画の進捗状況を確認し、差異を分析して改善

指導等、必要な伴走支援を行っていくのがこの

資金の特徴となっています。 

末宗委員 ちょっともう一遍、今、後の説明で

１８億円じゃなくて６０億円と言うたんよ。予

算書を見てもこっちは全く意味が分からない。

もう少しそこら辺、どうなっているのか全然仕

組みが分からない。 

井上経営創造・金融課長 失礼しました。 

 県の予算額としてはこの金額ですが、県の制

度資金、これは全体に言えるんですが、県から

各金融機関に資金の原資となるお金を預託しま

す。それに、各金融機関それぞれの資金もプラ

スしていただいて貸し出すスキームにしていま

す。この資金に関しては、協調倍率３倍で、県

から１８億円を各金融機関に預託します。さら

に、その２倍の３６億円を各金融機関に足して

いただいて──すみません、失礼しました。１

８億円を預託して、協調倍率３倍ですからおよ

そその３倍の額、６０億円の融資枠を準備させ

ていただくと。 

 では、なぜ６０億円の融資枠に対して３分の

１の２０億円じゃないのかという部分ですが、

取扱金融機関は県内行のみならず、県外行にも

お願いすることにしています。ですので、県か

らは県内行にしか預託しません。県外行に関し

ては、県からの預託なしに自社の部分の資金を

もって制度資金を活用していただくことになっ

ているので、大変分かりにくいですが融資枠は

６０億円で、県の預託額としては１８億円とな

っています。 

末宗委員 説明書にそう書いてくれんと分から

ん。（「はい」と言う者あり）いや、返事はい

いけど、今後変えてくれるかい。 

井上経営創造・金融課長 説明が不足しており

申し訳ありません。今後、注意します。 

木付委員長 万博のＰＲですが、和傘に限らず

大分県はいろいろな資源があるので、観光資源

を含めてしっかりとアピールしてください。 

 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 委員外議員の方は御質疑、御意見

などはありませんか。 

堤委員外議員 万博の件で、確かに出展して大

分県をアピールするのはすごくいいことだけれ

ども、危惧されるのはあそこの場所、つまりガ

スが漏れたりとか避難経路とか、パビリオンそ

のものが出展停止とか、なかなかチケットが売

却できないという、いろんな問題が含まれてい
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るわけ。そういう中で、責任は実行委員会が取

るんだろうけれども、大分県として、そういう

ところに行くという考え方、それに対しての対

策は何か考えているのか。 

遠山商工観光労働企画課長 今のところ、最終

的な判断は公益社団法人２０２５年日本国際博

覧会協会になると思います。安全性については

当然我々も、自治体サイドは９月にするように

なっていて開幕が４月なので、その辺の動向は

十二分に配慮しながらやっていきたいと考えて

います。 

木付委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、これ 

より採決に入ります。 

 本案のうち本委員会部分については、原案の

とおり可決すべきものと決することに、御異議

ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

木付委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 以上で、付託案件の審査を終わります。 

 次に、合い議案件の審査を行います。 

 第８０号議案大分県長期総合計画の策定につ

いてのうち、本委員会関係部分について執行部

の説明を求めます。 

遠山商工観光労働企画課長 ３ページを御覧く

ださい。大分県長期総合計画の策定についてで

す。 

 初めに、これまでの経過等についてです。 

下段のスケジュールにあるとおり、計画の策定

にあたっては県議会の皆様をはじめとして策定

県民会議、関係団体、高校生、市町村など多様

な県民の声をお聞きしながら検討を進めてきま

した。委員の皆様におかれては、定例会の都度、

説明会の時間をいただき、貴重な御意見を頂戴

したことに対し、改めて厚く御礼申し上げます。

第２回定例会の閉会日には、素案の説明会を開

催し、皆様から御意見をいただいたところです

が、その後のパブリックコメントや新しいおお

いた共創会議での市町村長の御意見等も踏まえ、

今回、成案という形で議案を提出しました。パ

ブリックコメントは、５８名から１０３件の御

意見をいただきました。その多くは、既に計画

案に盛り込まれている内容や計画を実行する上

での個別具体的な御意見でしたが、参考資料と

して資料４ページ以降に意見一覧を添付してい

るので、お時間のあるときに確認いただければ

と思います。 

 続いて、資料１０ページを御覧ください。 

 計画案の全体概要です。上段は基本構想です

が、左側に想定を上回るスピードで進む人口減

少をはじめとした、新計画が踏まえるべき時代

の要請や潮流の変化を掲載しています。真ん中

には、これまでの成果の「継承」と新たなステ

ージへの「発展」、県民の声、思いをカタチに、

「１０年後のさらにその先も見据えて」という

計画策定にあたっての基本的な考え方を整理し

ています。また、この計画は県行政の長期的、

総合的な指針を示す最上位計画であり１０年計

画として策定をする点は、これまでの長期総合

計画と同様です。 

 その下は、基本計画の構成です。取り組む政

策・施策を安心、元気、未来創造の３分野でま

とめています。 

 まず、安心の分野では災害対策・危機管理を

最重要として一番上に整理しています。この政

策には、能登半島地震も踏まえた対策の強化な

ど、新しい要素も盛り込んでいます。障がい者

支援については、時代の潮流に合わせて障がい

者活躍の概念を新たに設定した上で、子育て満

足、健康寿命とあわせ、日本一を引き続き目指

します。 

 次に元気の分野ですが、喫緊の課題である人

手不足対策について全庁的に対策を整理し、取

り組みます。農林水産業では園芸、畜産の生産

拡大といった成長産業化、観光では多様なツー

リズムやインバウンドの推進のほか、持続可能

な観光地域づくりも推進していきたいと考えて

います。 

 最後に未来創造の分野です。全ての県勢発展

の基礎となる交通ネットワークを一番目に掲げ、

中九州横断道路など高規格道路の整備促進や冒
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頭申し上げた１０年後のさらにその先を見据え

た広域交通ネットワーク形成に向けた取組を整

理しています。また同様に、１０年以上かかる

課題であるカーボンニュートラルの実現をはじ

め、ＧＸやＤＸといった最先端の課題について

もしっかりと政策として位置付けています。 

最後の政策は教育です。遠隔教育システムなど、

新たに取組を始めたものをしっかりと位置付け、

県内どの地域でも多様で質の高い教育を受けら

れる環境整備を進めてます。 

 以上が計画案の全体概要です。ここからは、

商工観光労働部所管の施策について、６月２８

日に行った議員説明会以降の主な変更点につい

て説明します。まず、６月２８日の議員説明会

でいただいた御意見を踏まえ、変更した箇所に

ついて説明します。 

 １１ページをお開きください。 

 元気４（２）外国人に選ばれ、共生できる大

分県づくりにおける主な取組の①外国人材の受

入れ・活躍支援について、外国人材の獲得競争

が激化する中、今後送り出し国との関係作りが

大事になってくることから、現地での体制づく

りという表現を追加してはどうかとの御意見を

いただきました。そのことから、ベトナムやイ

ンドネシア等における外国人材アドバイザー配

置など、外国人材の受入れに向けた現地での体

制づくりを追加しています。そのほかにいただ

いた御意見については、原案に盛り込んでいる

取組の中でしっかりと実行します。 

 次に、パブリックコメントでいただいた御意

見を踏まえ、変更した箇所について説明します。 

 １２ページをお開きください。 

 元気２（１）中小企業の経営基盤の強化とイ

ノベーションの促進における主な取組の③小規

模事業者の発展に向けた伴走支援について、小

規模事業者への支援については、県内の認定経

営革新等支援機関も行っていることから明記し

てはどうかとの御意見をいただきました。この

御指摘を踏まえ、左側の現状と課題、右側の主

な取組③に県内の認定経営革新等支援機関を追

記しています。 

 続いて、１３ページをお開きください。 

 元気２（２）ものづくり産業の「稼ぐ力」の

向上における主な取組の②産業の基盤となる産

業集積の推進と企業の競争力強化について、半

導体産業の取組として人材の確保が記載されて

いますが、技術者研修会や産学連携の共同研究

などを通じた人材育成も行っていることから、

人材育成を追記してはどうかとの御意見をいた

だきました。この御指摘を踏まえ、半導体産業

の取組として、新生シリコンアイランド九州を

担う人材の確保・育成と修正しました。今、御

説明したものに加えて、当部が所管する施策シ

ートを添付しているので後ほど御確認ください。 

 最後に、７月１９日に開催された第３回新し

いおおいた共創会議でいただいた御意見に対し、

修正した箇所はありません。 

木付委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見などはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 委員外議員の方は御質疑、御意見

などはありませんか。 

堤委員外議員 大分県は中小企業活性化条例を

作ったよね。この中に活性化条例という文言が

なかった気がするけれども、それは具体的にど

ういう形でこの文言の中で現れてくるのか。 

遠山商工観光労働企画課長 具体的には１２ペ

ージの、（１）中小企業の経営基盤の強化とイ

ノベーションの促進の中で、③小規模事業者の

発展に向けた伴走支援に今後、中小企業がやっ

ていかなければならないもの、特に中小企業の

発展に向けた伴走支援について、また、①に中

小企業の経営基盤の強化に向けた支援というこ

とを書いています。こういった理念を通じて、

中小企業の経営基盤の強化とイノベーションの

促進という形で、中小企業活性化条例にうたわ

れた理念を推進していきたいと考えています。 

堤委員外議員 まあ、そうだろう。中小企業活

性化条例は結局、中小企業の屋台骨、中心だと

いう組立てやね。本来言えば、それはここに反

映されるべきなんよ、理念じゃなくてね。活性

化条例の下で云々かんぬんとか、そういうのは

今後、是非検討してほしいと要望しておきます。 



- 6 - 

木付委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

 本案のうち本委員会関係部分については、原 

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会に 

回答することに、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

木付委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと総務企画員会に回答することに決

定しました。 

 以上で、合い議案件の審査を終わります。 

 次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。 

 まず、①から③の報告をお願いします。 

遠山商工観光労働企画課長 資料２４ページを

お願いします。大分県長期総合計画の実施状況

についてです。 

 これは、大分県行政に係る基本的な計画の議

決等に関する条例に基づき、施策ごとの評価結

果を報告しているものであり、詳細は議案書別

冊の大分県長期総合計画の実施状況についての

とおりですが、本日はその概要について本委員

会資料によって御説明します。２４ページ、総

合評価施策別一覧表の活力分野ですが、この中

で商工観光労働部では、所管する八つの施策に

ついて、目標達成に向けた取組を進めています。

それぞれの施策で設定している目標指標の令和

５年度における達成状況については、達成が５

指標、達成不十分が３指標となっています。こ

のうち、達成状況が不十分であった主な指標に

ついて、御説明します。 

 ２５ページを御覧ください。 

 ローマ数字のⅢにある施策名１、国内誘客の

推進と海外誘客（インバウンド）の加速ですが、

これは指標である外国人宿泊客数が、年度後半

にはコロナ禍前を上回る水準まで大幅に回復を

したものの、年度前半は十分な回復に至らなか

ったことから目標を達成することができなかっ

たものです。訪日客が大きく伸びている米国に

おける戦略パートナーの新設や大阪・関西万博

を誘客の絶好の機会と捉えた関西・瀬戸内地域

との連携等により、引き続き誘客を図ります。

また、もう一つの施策名２、おんせん県おおい

たの地域磨きと観光産業の経営力強化です。こ

れは、観光入込客数が指標となっていますが、

延べ観光入込客数がコロナ禍前の水準まで回復

していないこと等により目標を達成することが

できなかったものです。今後は、アドベンチャ

ーツーリズム等の滞在型観光を推進することで、

延べ入込客数と観光消費額のさらなる増加を図

ります。 

 なお、次の２６ページ以降に県全体版の総合

評価と目標指標の進捗状況等の概要を添付して

います。加えて、まち・ひと・しごと創生大分

県総合戦略基本目標・施策ＫＰＩ達成状況につ

いても別紙としてＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サイド

ブックス）の委員会のフォルダ内に格納してい

るので、後ほど御確認いただければと思います。 

 続いて、資料の２９ページをお開きください。 

商工観光労働部が所管する公社等外郭団体の経

営状況について御報告します。 

 当部で所管する団体のうち、地方自治法に基

づき、今議会へ議案として経営状況等を報告す

る団体は４団体、その他、議案の対象ではない

ものの、大分県公社等外郭団体に関する指導指

針に基づき指導監督を行っている団体は７団体

の、合計１１団体です。当部が所管する指定団

体は、左側Ｎｏ．９の公益財団法人大分県産業

創造機構からＮｏ．１４の公益社団法人ツーリ

ズムおおいたまでの６団体、その他の出資等団

体は、右側Ｎｏ．６の大分県信用保証協会から

Ｎｏ．１０の大分県デジタルネットワークセン

ター株式会社までの合計５団体となっています。 

 それでは、担当課から順次御説明します。 

大和ＤＸ推進課長 まず、議案の対象となって

いる団体について御報告します。 

 ３０ページの左側を御覧ください。 

 公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究

所についてです。 

 ２のとおり、県の出資金は１億５千万円で、

出資比率は３５％となっています。３事業内容

ですが、高度情報化社会における情報セキュリ
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ティやＡＩ、ＩｏＴ等先端技術の活用方法など

に関する調査・研究、情報提供を行っています。 

４の５年度決算状況ですが、下線を引いている

当期正味財産増減額は５０８万５千円の増とな

っています。これは、５問題点及び懸案事項の

とおり、新規事業や国の継続事業のほかＡＩ等

の先端技術を活用した企業の課題解決や、学校

のＩＣＴ教育支援などの事業を前年度に引き続

き受託できたことによるものです。今後も、６

対策及び処理状況のとおり、既存事業の継続確

保や新規事業の獲得に加え、賛助会員企業の拡

大に努めるなど、経営基盤の一層の強化を図り

ます。 

一丸商業・サービス業振興課長 同じ３０ペー

ジの右側を御覧ください。 

 公益財団法人日田玖珠地域産業振興センター

についてです。 

 ２のとおり、県の出資金は１６０万円、出資

比率は３２％となっています。３の事業内容で

すが、日田玖珠地域の地場産業を支援するため、

物産イベント及びセンター内での地域産品の販

売や通販サイトを活用したインターネット販売

並びにふるさと納税返礼品の発送業務やセンタ

ー内会議室等の貸出しを行っています。４の令

和５年度決算状況ですが、左側一番下、下線を

引いている当期正味財産増減額は１，０１４万

２千円の減となっています。これは、公益事業

の地場産品展示販売等において、県外イベント

の減に伴う売上げ減少及び収益事業の貸館事業

において、展示場の利用料収入が皆減となった

こと等によるものです。今後は、項目６のとお

り、日田玖珠地域の特色ある資源をいかした商

品開発やターゲットに合わせた情報発信などに

取り組むよう、日田市や関係機関と連携して指

導します。 

 続いて、３１ページの左側を御覧ください。 

 大分ブランドクリエイト株式会社についてで

す。 

 ２のとおり、県の出資金は５千万円で、出資

比率は５２．６％となっています。３の事業内

容ですが、首都圏における大分ブランドの確立

と県産品の販路拡大等を目的にレストラン経営

や特産品の販売を行なう県フラッグショップ坐

来大分の運営を行っています。４の５年度決算

状況ですが、コロナ禍からの社会経済の正常化

が進む中で団体やインバウンド客、社用での利

用が回復、また在庫や原価率の管理を徹底した

ことなどにより、左側一番上の売上高は２億５，

０６１万３千円と開業以来の最高額を達成し、

一番下当期純利益については１，２２３万５千

円となりました。今後は、６のとおり働き方改

革や県内出身者の採用推進により人材の確保・

育成を図るとともに、引き続き厳格な原価管理

や食材ロスの軽減、新商品開発などに取り組み、

収益の確保、累積赤字の解消を図ります。また、

大手企業やイベント等での物産の出張販売や、

地域フェアの開催など大分の情報発信に努め、

本県のフラッグショップとしての機能を一層強

化します。 

佐藤産業人材政策課長 同じ３１ページの右側

を御覧ください。 

 公益財団法人大分県総合雇用推進協会につい

てです。 

 ２のとおり、県の出資金は７億２，４６２万

円で出資比率は６９．９％となっています。な

お、効果的な事業実施のため平成２８年度から

毎年基金の取崩しを行っており、昨年度と比べ

多少の差異はありますが、出資比率に大きな変

動はありません。次に、３については昨年度か

らの変動はありません。４の５年度決算状況で

すが、下線を引いている当期正味財産増減額は

２，１４０万円の減となっています。これは、

人材定住基金の取崩し等によるものです。最後

に、５及び６については、人材不足が深刻化し

ている現状を踏まえ、引き続き、雇用対策を推

進します。 

金子工業振興課長 次に、議案対象ではありま

せんが、大分県公社等外郭団体に関する指導指

針に基づく対象団体について御報告します。 

 ３２ページの左側を御覧ください。 

 公益財団法人大分県産業創造機構についてで

す。 

 上から二つ目、県の出資金は２億６００万円

で、出資比率は２３．４％です。上から４段目
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の５年度決算状況を御覧いただくと、下線部の

当期正味財産増減額が４７３万５千円の減とな

っています。これは主に、その二つ上の当期指

定正味財産が１，７４７万 1 千円減少したこと

によるものです。その減少理由として、年度が

遡りますが令和２年度当時、国の外郭団体から

中小企業等の販路拡大支援に活用できる助成金

として、令和２年度から５年度までの４年間分

５，７００万円を一括して受け入れており、そ

れを積立金として処理した後に各年度で所要額

を取り崩しています。この取崩しが各取崩し年

度によってマイナスの数字として反映されてお

り、令和５年度は１，７４７万１千円を取り崩

したことが要因です。なお、正味財産の期末残

高は、下線部の数字の上に記載しているとおり、

１２億６，７３７万７千円となっています。運

営面に関しては、一番下の６に記載しています

が、機構の中期経営計画に定める３８件の活動

・成果指標について３７件が目標を達成してお

り、着実な運営がなされているものと考えてい

ます。 

 現在、令和５年度から７年度までの３か年の

中期経営計画が進行中であり、引き続き、商工

団体や金融機関などとの連携を密に、中小企業

等の中核的支援機関としての役割を大分県産業

創造機構が発揮できるよう、県としても支援を

していきます。 

相本観光政策課長 同じ３２ページの右側を御

覧ください。 

 公益社団法人ツーリズムおおいたについてで

す。 

 項目２のとおり、県出資金はありませんが、

県職員を業務援助のために継続的に３名派遣し

ています。４の５年度決算状況についてですが、

一番下、下線を引いている当期正味財産増減額

は２，４５０万円となっており、その上、正味

財産の期末残高は８，７９８万９千円となって

います。県としても引き続き、ツーリズムおお

いたの安定した財政基盤の確保に向けた取組、

そして県民や会員からの信頼を回復し、公益法

人としてふさわしい組織の運営、本県観光をし

っかり牽引していけるよう助言、指導を行いま

す。 

井上経営創造・金融課長 次に、出資比率が２

５％未満のその他の出資等団体について御報告

します。 

 ３３ページの左側を御覧ください。 

 大分県信用保証協会についてです。 

 ２のとおり、県出資金は３３億６，７２１万

７千円で、資本金総額の１９.７％となってい

ます。４の令和５年度の決算状況についてです

が、下線を引いている当期の正味財産増減額は、

８億３４３万５千円となっており、正味財産の

期末残高は２３８億６,１５４万１千円となっ

ています。令和６年３月に策定した第７次中期

事業計画並びに各年次経営計画に掲げる業務運

営方針及び基本目標を着実に実行することで、

健全経営の継続と中小企業金融の円滑化等への

寄与に努めます。 

大和ＤＸ推進課長 同じ３３ページの右側を御

覧ください。 

 株式会社大分放送についてです。 

 ２のとおり、県出資金は３，２００万円で、

資本金総額の１２.３％となっています。４の

５年度決算状況についてですが、下線を引いて

いる当期純利益は５，４６３万２千円で、貸借

対照表の純資産は３９億５，８１６万２千円と

なっており、安定した経営となっています。引

き続き、地域に密着した番組制作の充実強化に

取り組みます。 

 続いて、３４ページの左側を御覧ください。 

 大分朝日放送株式会社についてです。 

 ２のとおり、県出資金は１億５千万円で、資

本金総額の５％となっています。４の５年度決

算状況についてですが、下線を引いている当期

純利益は１億４，６８４万７千円で、貸借対照

表の純資産は７４億５，８２６万３千円となっ

ており、黒字が継続し安定した経営となってい

ます。今後も積極的な営業活動、業務効率化を

行うとともに、地域への情報発信に取り組んで

います。 

 同じ３４ページの右側を御覧ください。 

 株式会社エフエム大分についてです。 

 ２のとおり、県出資金は４００万円で、資本
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金総額の５％となっています。４の５年度決算

状況についてですが、下線を引いている当期純

損失は２，９７６万８千円で、貸借対照表の純

資産は６，９５２万３千円となっています。レ

ギュラースポンサーの終了や、大口スポンサー

の広告出稿中止などの影響を受けた結果、２期

ぶりの赤字になっています。引き続き、新規ス

ポンサー獲得や休眠スポンサーへのアプローチ

などによる売上げ増加と経費の抑制に努め、経

営基盤の強化を図ります。 

 ３５ページを御覧ください。 

 大分県デジタルネットワークセンター株式会

社についてです。 

 この会社は、県内の自治体ケーブル局及び民

間ケーブル局のネットワーク化、デジタル化の

推進や情報格差の是正を目的として、デジタル

放送設備の共同利用、地上波放送受信点の共同

利用、共同自主制作番組の放送等を行っていま

す。２のとおり、県出資金は２００万円で、資

本金総額の３.６％となっています。４の５年

度決算状況についてですが、下線を引いている

当期純利益は３１万４千円で、貸借対照表の純

資産は７，３８９万８千円となっています。今

後も、デジタル放送設備の共同利用による一定

の収入に基づく安定した事業運営に努めます。 

遠山商工観光労働企画課長 ３６ページを御覧

ください。県有地の信託に係る事務の処理状況

について報告します。 

 まず、項目２の事業内容ですが、昭和６２年

２月から３７年間、三井住友信託銀行株式会社

が受託していましたが、令和６年４月から三菱

ＵＦＪ信託銀行株式会社に受託者を変更しまし

た。３の令和５年度決算状況ですが、収入が３

億９，１８３万５千円、支出が１億５，０５０

万６千円、当期純利益は２億４，１３２万９千

円です。なお、利益処分の内訳は右に記載のと

おりです。借入状況ですが、令和５年度に借入

金を全額返済しています。４の問題点及び懸案

事項ですが、築年数が約３０年以上経過する物

件であることから、今後大規模な設備の更新や

改修の必要性が懸念されるので、５の今後の対

策及び処理状況にあるとおり、更新や改修が必

要な設備等については受託者と協議しつつ、随

時対応します。 

木付委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見などはありませんか。 

今吉副委員長 ツーリズムおおいたですが、僕

も中津市観光協会の役員をしているけど、ツー

リズムおおいたと全然そういう付き合いがない

んですよね。ツーリズムおおいたの事業内容と

しては国内、海外への観光宣伝及び観光の誘致、

観光・地域振興事業とかですけど、実際に地元

と連携してやっているんでしょうか。そこは部

長どう思いますか。 

利光商工観光労働部長 ツーリズムおおいたで

すが、正に県のＤＭＯとして国内の誘客、それ

からインバウンドを含めた世界中の方を大分県

にお呼びするということで、様々な取組をして

います。そういう意味では国内、海外の商談会

など積極的に行っていますが、今、今吉副委員

長御指摘のとおり、県内の様々な地域との連携

がしっかりと地域の皆様にも届いていないとこ

ろもあると、今の御意見を伺って改めて思った

ので、県内での連携もしっかりこれからできる

改善などやっていきたいと思います。 

今吉副委員長 だから結局、県としては上から

見るんじゃなくて、現場をよく理解していただ

かないと宣伝地に行ってもうまく伝わらないと

思うんですよ。地元の人もそういう手を組むと

ころがないと、ただ上からＰＲだけじゃなかな

か難しいんじゃないですかね。もっと現場に足

を運んで見ていただかないと、大分の魅力発信

はできないと思うんですが、どうでしょう。 

利光商工観光労働部長 県としても、知事や副

知事、私や局長も地域のお祭りなど様々なイベ

ントには可能な限り参加し、そういった際に地

域の皆様の声を聞くことで、観光客をはじめと

した地域の魅力を楽しむ方の反応を、しっかり

と我々自身が確認しています。今御指摘のあっ

たツーリズムおおいたも、正に大分の魅力をし

っかり発信する機能をよりよく発揮してもらう

ためにも、地域の現場感にもっと寄り添う形の

運営について、工夫などできないかしっかり考
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えていきたいと思います。 

今吉副委員長 ちなみに、今そこに座っている

皆さんで、中津の和傘屋に来た人はいますか。

一人もいないと思うよ。いますか、どうでした

か。（「ちょっと個別なことはやめましょう」

と言う者あり）観光局長、何か補足があればど

うぞ。 

渡辺審議監兼観光局長 御指摘のとおり、ツー

リズムおおいたは県の観光を牽引する組織とし

て、しっかりしていかないといけないと思って

います。 

 ツーリズムおおいたはプロパーが１人、県Ｏ

Ｂの専務理事、県からの業務援助が３人、市町

村から３人、民間から３人、あとは契約社員と

いう体制でやっています。こういう体制を敷い

ているということは県の委託とか、運営に関す

る責任もあると思います。この組織がこれから

どうあるべきなのか、今、ツーリズム戦略を策

定する中で皆さんからたくさん御意見もいただ

いているし、現実問題、今、今吉副委員長がお

っしゃるように会員の企業とかの現場に通えて

いるかというと、なかなか今の陣容では難しい

と思っています。プロモーションをするのに、

準備に通知文を出して参加者を募ったりとか、

あるいは会議で御意見を聞いたりするのが手い

っぱいかなと思っているので、本来どうあるべ

きかもしっかり論じながら、県としても責任を

持って、今後の組織づくりに注力していきたい

と思っています。 

吉村（哲）委員 坐来大分について、従業員の

関係のほか６番にいろいろ書いていますが、現

状は人が足りているのか、簡単にお聞かせくだ

さい。 

一丸商業・サービス業振興課長 現状は過不足

はないと捉えています。ただ、昨年度は好調過

ぎてちょっとオーバーしたので、今年の７月か

ら土曜日は休業としています。そのお陰で、皆

さんは仕事にメリハリがついて、やりやすくな

ったという声をいただいています。 

吉村（哲）委員 ありがとうございます。 

 場所もいいところに移って、大分県産品を都

内の方、富裕層の方にアピールできるいい場所

だと思っているし、もっとアピールしないとい

けないと思っています。しっかり人材も確保し

ながら、来た方にアピールできる体制を取って、

その上で土曜日も開ければ、それはそれがいい

のかなと思うので、しっかり取り組んでいただ

ければと思います。 

木付委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 委員外議員の方は御質疑、御意見

などはありませんか。 

森委員外議員 吉村哲彦委員の関連ですが、土

曜日の休業で、過不足があるから土曜日を休業

するのか。要するに、土曜日に休業することに

よる機会ロスが発生しているんじゃないかと思

うんですけど、その辺はどうですか。 

一丸商業・サービス業振興課長 過不足といえ

ば過不足していたところです。坐来大分の今の

規模感ではオーバーしており、それである程度、

坐来大分の今の規模感でやれるところまで落と

すということで、土曜日の休業に至っています。 

坐来大分自体、社用の接待が中心となっており、

土曜日はお客さんが少ないけれども開かなけれ

ばいけなかったところが負担になっていたので、

土曜日は休業としました。 

森委員外議員 土曜日の休業による機会ロスは

どれぐらいあるんですか。 

一丸商業・サービス業振興課長 令和６年の試

算では、４００万円程度の売上げ不足になると

思います。ただ、売上げはそうですが、その分

にかかるコストも下がり、純利益についてはト

ータルで見るので、不明なところがあります。

（「今度行くので、直接聞きます」と言う者あ

り） 

堤委員外議員 ２０年前に一遍聞いたけど、日

田玖珠地域の産業振興センター、この地域だけ

なんだよね。結局、県南と県北、県央はないわ

け。つまり、特殊なセンターとしてここが中核

的な取組をしているんだけど、なぜここだけに

なったのかが一つ。 

 それと放送局、民放３局あるよね。まず株式

会社大分放送が１番で、株式会社テレビ大分が

２番で、３番に大分朝日放送株式会社が開局し
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たと思うけど、何でテレビ大分だけがこれに入

っていないのかが不思議なんだけど、その二つ。 

一丸商業・サービス業振興課長 日田玖珠地域

産業振興センターの設立の由来については、当

時、日田玖珠地域の方が何か産業振興に係るセ

ンターがほしいと、自分たちで手を挙げて皆さ

んで組織化しました。県にもちょっと補助をい

ただきたいということで、当時は他の地域から

そういった声がなかったので、日田、玖珠だけ

になっているのが現状です。 

大和ＤＸ推進課長 民間放送会社への出資の件

ですが、そもそもの意義は県内の情報格差の是

正とか、あとは当時からラジオとかテレビの放

送の普及を促進する観点から出資をして、今も

続けています。テレビ大分（ＴＯＳ）だけ出資

していない理由は、基本的に出資は先方から依

頼があった場合に検討し、是非について判断し

ています。テレビ大分は１９６９年に設立して

今５５年経過しており、ちょっと明確な資料は

残っていませんが、関係者に聞き取りした結果、

先方から当時出資の依頼というか、申入れはな

かったのではないかということです。 

堤委員外議員 先方から要請がなかったからと

いう単純な理由なのかな。放送に関係して、格

差の是正とかは当然全て関係するわけだ。そう

いうアプローチは多分してなかったんだろうね。 

それともう一つ、日田玖珠地域以外で、仮に

今後そういう地域住民から要請があった場合に

は、それは可能なわけですか。 

一丸商業・サービス業振興課長 今のところ要

請はありませんが、要望内容等を踏まえ適切に

判断していきたいと思います。 

堤委員外議員 公共放送は、そういう形から本

来いうと、どの局も同じような位置付けがある

わけですよね。それでお金を出しているかいな

いかによって関与が全然違ってくるわけ。１０

０％民間になるわけだから。それならテレビ大

分も含めて、全体的に公共放送という役割を果

たせるように、口は出せんけれども、県として

もそういう監視が必要だと思うので、そういう

立場でよろしくお願いします。 

木付委員長 それでは、次に④から⑥の報告を

お願いします。 

遠山商工観光労働企画課長 ３７ページを御覧

ください。令和５年度大分県内部統制評価報告

書についてです。 

 知事は、地方自治法に基づき行政サービスの

提供等の事務上のリスクを評価・コントロール

するとともに、適正な執行体制を整備・運用す

る責任を有しており、その実施状況については

毎年度報告書を作成し、監査委員の審査意見書

を付けて議会に提出することとなっています。 

全体の概要は総務企画委員会で御説明しますが、

ここでは商工観光労働部で内部統制運用上の重

大な不適切事案として評価された２件について

御報告します。 

 まず、（１）委託事業の不正等を防止する仕

組みが不十分とされた件です。これは、新しい

おおいた旅割第２弾において、施設関係者によ

る宿泊実績の確認ができない宿泊割引、電子ク

ーポンの付与などの不正又は不適切な事案が認

められたものです。当該事業は、新型コロナウ

イルス感染症により大きな影響を受けた宿泊を

中心とした観光関連産業の振興を目的としたも

のですが、制度設計を急いだこと等によりチェ

ック体制や不正又は不適切行為を防止する仕組

みが不十分だったことに原因があります。この

ため、事件発覚後、不自然な利用実態がないか

チェックを強化し、また、本事業終了後に開始

した新たなクーポン付与事業については別途シ

ステムを導入し、発行者の特定や対象旅行者か

らの受領証の徴収などを行なうことで、不正又

は不適切行為を防止する仕組みを構築しました。 

 次に、（２）補助事業の不正等を防止する仕

組みが不十分とされた件です。事例①ですが、

旧大分県ビジネスプラングランプリ受賞者向け

の県補助金について、申請者が偽造した申請書

類等を受理し、補助金を交付したものです。こ

れは、申請者の申請書類等の偽造が主原因であ

るものの、事業の目的達成に向けたフォローア

ップや進行管理が不十分だったことによるもの

です。このため、ビジネスアイデアの事業化を

より確実なものとするため、令和５年度から大

分県ビジネスプラングランプリを大分県ビジネ
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スチャレンジコンテスト（ＯＩＴＡゼロイチ）

としてリニューアルし、各審査員が自ら選んだ

企業を県とともに伴走支援する内容に変更する

などの見直しを行っています。 

 事例②ですが、旧大分県ビジネスプラングラ

ンプリ受賞者向けの県補助金について、事業計

画書に定められた事業執行が危ぶまれたにもか

かわらず、口頭による指導のみで適時・適切な

指導等を行わずに、年度末に初めて事業遂行命

令書を発出し、その後、不適正な状態で実績報

告書を受理するなどを行った事案です。これは、

所属内での事業の進行管理等が不十分だったこ

とにより発生したものです。このため、事業者

への指導を徹底するため、早い段階から複数の

職員でチェックを行うなど、所属全体で進行管

理する体制としました。今後は、今回の事案と

同様の不適切事案を発生させないよう、内部統

制としてチェック及びフォローアップ機能が働

くよう体制を整備します。 

井上経営創造・金融課長 ３８ページを御覧く

ださい。大分県中小企業者等向け融資の損失補

償に係る求償権の不等価譲渡の承認についてで

す。 

 まず、１報告概要について御説明します。近

年業績が急激に悪化し、非常に厳しい経営状況

にある県内の製造業Ａ社が中小企業活性化協議

会の支援を受けて、事業再生計画を策定しまし

た。その再生計画に基づき、融資を行った全て

の金融債権者が一律の債権カット、いわゆる債

権の不等価譲渡を行うとともに、公的なファン

ドがスポンサーとなり、役員の派遣や資金供給

を行うものです。県は、Ａ社に直接貸付けをし

ていないため金融債権者ではありませんが、大

分県信用保証協会が金融債権者となっており、

不等価譲渡を行う債権の中に、県が信用保証協

会に対して行った損失補償が含まれていること

から、大分県中小企業者等向け融資に係る損失

補償に関する条例に基づき、中小企業の再生支

援のため、損失補償に伴う回収金の権利放棄の

承認を本年７月２６日に行ったものです。 

 次に、２県制度資金・損失補償の仕組みを御

覧ください。この図にあるとおり、県制度資金

を利用する中小企業が返済不能となった場合に

は、信用保証協会が代位弁済を行います。その

場合、右の図のとおり約８０％が日本政策金融

公庫の保険金、約１６％が全国信用保証協会連

合会の損失補償により賄われます。残りの約４

％が保証協会の損失となりますが、これについ

ては県が出捐し、設置した基金より損失補償を

行います。代位弁済後、信用保証協会は、金融

機関への代位弁済に伴い取得した求償権に基づ

き、企業から回収を行います。回収金があった

場合には、さきほど申し上げた右の図の代位弁

済額に対する補填割合に応じて県などへ回収金

が戻されることとなります。このため、信用保

証協会が求償権の金額に満たない額で債権を譲

渡する不等価譲渡を行う場合には、県が回収金

を受け取る権利の放棄が必要となります。 

 資料の３９ページ、３求償権放棄等について

を御覧ください。 

 Ａ社が再生支援を受けるに至った主な背景に

ついてですが、多額の借入金による経営の圧迫

やトップダウンの組織運営による組織一体感の

欠如、また旧態依然の営業戦略により急激な市

場や顧客ニーズの変化に対応できなかったこと

から近年は売上げが減少しており、直近では１

億円を超える営業赤字を連続して計上するなど、

財務内容を悪化させることとなりました。現在、

Ａ社は大幅な債務超過状態にあり、自力再建は

困難な状況にあります。窮境原因を取り除き、

事業再生を行うため、Ａ社の金融債務の大半を

カットするとともに、事業と未払金等の一般債

務をファンドの出資により立ち上げた事業引継

会社Ｂ社に譲渡・承継させます。その上で、フ

ァンドから外部役員の派遣を行うことで内部管

理体制を強化し、あわせて事業再生に必要な資

金を供給します。これにより、金融債務の圧縮

と資金繰りの改善を図ります。 

 次に、支援の必要性についてですが、仮にＡ

社が倒産となった場合、約１００名の従業員の

雇用が失われ、また、Ａ社の取引先は売掛金の

回収が困難となるなど経営の悪化が想定され、

地域産業への悪影響が懸念されます。Ａ社と債

権者、中小企業活性化協議会等の関係者が外部
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専門家による支援チームを加え検討、協議を重

ねた結果、Ａ社の過剰債務の解消などが図られ

れば事業を再生できる可能性は高いと判断され

ています。 

 最後に、資料右上の権利放棄に係る県の影響

額についてですが、①の信用保証協会のＡ社に

対する求償権額は３千万円、②の信用保証協会

からファンドへの①の売却等額は４００万９，

７０４円であり、③の信用保証協会の権利放棄

額は①から②を引いた２，５９９万２９６円と

なり、そのうち、④の県の権利放棄額は１０３

万９，６１２円です。 

加来先端技術挑戦課長 ４０ページを御覧くだ

さい。宇宙港についてです。 

 大分空港を宇宙往還機Ｄｒｅａｍ Ｃｈａｓ

ｅｒ（ドリームチェイサー）のアジア拠点とし

て活用するための検討に向けたパートナーシッ

プの締結をしているＳｉｅｒｒａ Ｓｐａｃｅ

（シエラ・スペース）社の副社長２名が７月１

２日に来県し、大分空港を視察するとともに、

佐藤知事を表敬訪問しました。また同日、新た

に三菱ＵＦＪ銀行及び東京海上日動火災保険の

２社がパートナーシップに参画しました。新た

に参画した２社の知見もいかし、引き続き関係

企業等と連携し、着実に取り組みます。 

 打ち上げが予定されている初号機は、現在は

アメリカのケネディ宇宙センターに搬送され、

打ち上げ前の最終テストや準備を実施していま

す。 

木付委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見などはありませんか。 

末宗委員 新しいおおいた旅割は３１施設で６，

５００万円ということで、不正防止策はいつも

問題が起きたらするんだけど、どういう処罰を

その会社にしたのかね。 

長谷部観光誘致促進室長 新しいおおいた旅割

の不正に関して、不正・不適切部分の補助金額

については委託額から差し引いて精査をした形

で契約を変更しています。事務局を受けた委託

業者について、ペナルティ等はこの時点では科

していません。 

末宗委員 何もないんか、罰則は。それで再発

防止策になるんかね。この６，５００万円は全

部戻ったんやな、一円残らず。 

長谷部観光誘致促進室長 ６，５００万円につ

いては、委託業者に委託金として支払わない形

で、返っているというか、支払わない形で残っ

ています。（「戻ってきていないの、全部」と

いう者あり）戻っています。 

末宗委員 罰則も何も科さんで、再発防止策と

はこんなもんか。これは刑法にも関わるような

ものよね。県職員が刑事罰か何か受けさせるな

ら分かるけど、業者にも何もせんで再発防止と

書いているんだけど、こんなもんか、部長。 

渡辺審議監兼観光局長 御指摘の点はごもっと

もだと思いますが、宿泊施設等については当然、

これが分かって以降、この後のキャンペーンへ

の参画はさせないこととし、調査への対応と返

金等については迅速に対応していただいていま

す。今、告発をしている２施設以外は既にそう

いう形で対応して、会社がいいか悪いかという

……（「告発はしよるん」と言う者あり）２件

だけ告発をした分があって……（「金は戻った

けど、告発はしよるんか」と言う者あり）いや、

戻っていない分が……（「戻ったと言うたやん

か、今」と言う者あり）戻ったのは県費、国費

に損失がないということで……（「意味が分か

らん。戻ってきたと言ったじゃないか、全部」

と言う者あり）委託を受けた事業者が責任を持

って回収することに一応なっていて……（「い

やいや、戻ってきてねえんか、要するに金は」 

と言う者あり）精算は委託事業者に払っていな

いので、戻ってきたという言い方が……（「６，

５００万円は戻ってきてねえんか。戻ってきた

と言うたじゃないか、全部」と言う者あり）戻

ってきてます。（「そして、告発はしちょるん

か」と言う者あり）告発しています。正確に言

うと、支払う対象になっていないということで

す。事業者がきちっと精算ができていないこと

が分かったので、そこには当然払えません。そ

の分は県や国が負担するのではなくて、委託を

受けた事業者において責任を持って回収すると

いうことで、その委託事業者に払わない形で精



- 14 - 

算しています。（「それを県が告発したの」と

言う者あり）当時、県が告発をしました。まだ

事業の途中でしたので、県が告発をしたという

ことです。 

末宗委員 再発防止やから、そういう処罰した

３１施設みたいにこういう事案が今後起きたと

きはどうするんか。 

渡辺審議監兼観光局長 その後は、こういう３

１施設は参画をさせないことにしています。（

「いや、今後じゃ」と言う者あり）今後はそう

いう事業の組立て自体を、今回はコロナ禍で急

いで地域経済を救わなければいけなかったため、

迅速にこの仕組みをつくったという背景があり

ました。今後はそういうことがないように、不

正が起きない事業構築をすることが必要と思っ

ています。それは私どももしっかり反省をして、

今後はないようにと考えています。 

末宗委員 こういうのは同じ事案では起こらな

いんよね。そういう問題は形を変え、状況を変

えながら大きな問題になって起こるんよ。そう

いうのに、一つの事例を確かめて、また今度は

再発防止、いつも再発防止はあるんだけど、再

発防止という話になったときに言い訳はうんと

立つんじゃ、状況が違うんじゃき。根本の見分

け方を役人はしないんよね。そこらは仕方がな

いんよね、税金で暮らしよる人間やき、それは

それで言い訳をするんだろうけど、頭には入れ

とってくれ。 

 それと、宇宙港。これは何か会社が潰れた後、

シエラ・スペース社というやつやろう。会社が

潰れてから２年ぐらいなって、こんなもんしよ

るんじゃけど飛行機は飛ばせん、大分空港にも

来やせんのに一遍やめたらどうか。 

加来先端技術挑戦課長 ヴァージン・オービッ

ト社が破産する前に、既にパートナーシップの

契約を結んでいた相手がこのシエラ・スペース

社です。大分県としては、結局二つの会社と取

組を進めていました。ヴァージン・オービット

社は破産しましたが、シエラ・スペース社につ

いては機体の開発が進んでいて、いよいよ今回

初号機が打ち上げられるので、機体の開発とあ

わせて、県としては大分で受入れができるよう

な形で取組を進めている状況です。（「大分空

港にいつ止まるの」と言う者あり）今度は打ち

上げではなく着陸です。７月に相手方の副社長

が来たときに、大分空港への着陸の時期は一応

未定ということで、まずはアメリカでの実験を

成功させて、安全に着陸できることが確認され

てからということでした。それと日本の法律等

の調整もあるので、今の時点でははっきりとは

言えない、未定だと言われています。 

木付委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 委員外議員の方は御質疑、御意見

などはありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

⑦と⑧の報告をお願いします。 

相本観光政策課長 ４１ページを御覧ください。 

観光誘客の状況についてです。 

 資料左側、１デスティネーションキャンペー

ン（ＤＣ）の成果についてです。まず、（１）

ＤＣ期間中の事業実績についてです。大分駅前

に設置していたバルーンこけし「花子」がキャ

ンペーンのランドマーク的存在となったＯｉｔ

ａ Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｅｘｐｏ！’２４（オ

オイタカルチュラルエキスポ２４）は観光客、

県民、約１３万８千人が楽しみました。また、

県内の観光地を周遊するバスツアーは１０３の

ツアーに２，２０６人が参加し、大分、別府、

由布院から県内各地への周遊促進を図りました。

また、市町村などが主催したＤＣ特別企画は８

８イベントが実施され、約７３万人の関係人口

が創出されました。キャンペーン終了後に実施

した市町村、観光協会向けのアンケートでは約

９０％がＤＣは成功だったと回答しています。 

 次に、（２）ＤＣ期間中の宿泊客等の動向と

経済波及効果についてです。県観光統計調査に

おけるＤＣ期間中の宿泊客数は１１８万７千人

泊、前年同期比１６.１％増となり、全国の伸

び率７．１％を９．０ポイント上回り、さらに

有料観光施設の入場者数は１４６万１千人、前

年同期比５．１％増となりました。また、ＤＣ

期間中の観光消費増加額や関連事業費を基に算
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出した大分県の経済波及効果は約１４６億円と

なりました。目標の１２０億円や前回の平成２

７年度実績１３３億円を上回る結果となり、ま

た、両県の波及効果は約５０２億円となりまし

た。 

 続いて、資料右側、２インバウンド誘客の取

組についてです。まず、（１）万博に向けた欧

米豪市場への観光ＰＲについてです。来年開催

の大阪・関西万博に向け、万博への関心が高い

欧米豪市場への誘客を強化しています。７月に

イギリスのＪａｐａｎ Ｈｏｕｓｅ Ｌｏｎｄ

ｏｎ（ジャパンハウスロンドン）で、国東半島

宇佐地域における世界農業遺産の取組を紹介す

るイベントを開催し、３日間で延べ１３７名の

来場者に対して観光ＰＲを実施しました。また、

８月にオーストラリアでの訪日旅行商談会Ｊａ

ｐａｎ Ｒｏａｄｓｈｏｗ２０２４（ジャパン

ロードショー２０２４）に出展し、２会場で計

４４社の旅行会社にセールスを行いました。 

 次に、（２）大分県台湾プロモーションでの

観光ＰＲについてです。知事をトップに６年ぶ

りとなる台湾プロモーションが行われ、観光商

談会では２会場で計１１６社、１５８名の観光

関係者に参加いただき、大いに大分県の魅力を

アピールできました。また、県公式レセプショ

ン会場でも現地関係者に観光ＰＲを行いました。 

 次に、（３）今後の取組予定についてです。

重点的に誘客を行う九つの国や地域ごとに設置

した戦略パートナーと連携し、今後もドイツ、

イギリス、アメリカなどの欧米豪市場をはじめ、

アジア市場も含めて、現地でのセールス活動や

情報発信を切れ目なく実施していきます。 

 引き続き、増加傾向にあるインバウンド客の

さらなる取り込みに向け、誘客活動を強化して

いきます。 

長谷部観光誘致促進室長 ４２ページを御覧く

ださい。第５期ツーリズム戦略の策定状況につ

いてです。 

 日本一のおんせん県おおいたツーリズム戦略

は、現行の第４期戦略が今年度で終了するため、

戦略の改定に向けて検討を進めています。昨今、

アフターコロナにおける旅行需要の変化や為替

変動、物価の高騰など観光を取り巻く現状がめ

まぐるしく変化しています。今回の戦略の改定

にあたっては、県民の皆様のよりリアルな声を

取り入れるため、振興局単位で意見交換会を実

施するなど、これまで以上に幅広く意見を聴き

ながら、戦略の改定作業を進めています。 

 それらの意見を踏まえ、８月に実施した第２

回ツーリズム戦略推進会議で戦略の骨子案を示

しており、大きく二つの推進指針を掲げていま

す。一つは、住んでよし、訪れてよしの持続可

能な観光地域づくりです。観光客、地域住民、

観光関連事業者がそれぞれの立場から、地域資

源を損なうことなく、現在から将来に引き継ぐ

持続可能な観光地域づくりです。二つ目は、デ

ータマーケティングに基づく施策の展開です。

よりデータマーケティングの取組を強化し、施

策立案、現状・課題分析、効果検証など全ての

プロセスにおいてデータを活用し、勘や経験で

はなくエビデンスに基づく施策の展開を行いた

いと考えています。また、３年後の数値目標と

して、新長期総合計画にも掲げている観光消費

額や県内宿泊客数などに加え、観光客の受入れ

に対する住民生活の幸福度を可視化する住民満

足度や、リピーターを増やすための再訪意向率

も指標にしたいと考えています。それらを実現

するための主な取組内容として、地域と観光客

の相互理解による地域生活・環境・文化の構築

や多様化する旅行ニーズに対応する受入環境の

整備等が重要であると考えています。また、多

くの御意見をいただく中で、県域版ＤＭＯであ

るツーリズムおおいたのマーケティング機能強

化や県庁と連携の強化が必要などの意見も複数

ありました。ツーリズムおおいたの在り方等に

ついても議論を深めていく予定です。引き続き、

各界各層から幅広く様々な御意見をいただきな

がら、戦略に盛り込む具体的な内容を整理して

いきます。 

 今後は、第３回ツーリズム戦略推進会議にお

いて戦略の素案を議論する予定にしており、そ

の後、振興局単位の意見交換会や市町村、観光

協会に対しての意見照会を行うなど、来年３月

の策定に向け作業を進めます。 
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木付委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見などはありませんか。 

穴見委員 ＤＣの成果ですが、今回、経済波及

効果で大分県の目標が１２０億円に対して約１

４６億円で、目標もクリアして前回よりも実績

があったのは喜ばしいことだと思います。ただ、

福岡県の数字を見ると何とも言えない気持ちに

なりまして。金額が大きいのは地域性があると

思うんですけど、いわゆるパーセンテージです

よね。２３０億円に対して３５６億円と、１５

０％ぐらいいっているわけですけど、その辺は

何か分析されているんでしょうか。 

長谷部観光誘致促進室長 経済波及効果につい

ては、大分県と福岡県の算定方法が違う部分も

ありますが、福岡県については確かに金額が大

きく、その影響としては一つ、福岡県の今の状

況が大変好調で、そこの影響が大きく出ている

と思います。 

穴見委員 おっしゃるとおりだと思うんですけ

ど、今後もＤＣはいつあるか分からないですけ

ど、来年も万博を含めていろいろビジネスチャ

ンスがある中で、他県の細かい分析とかも必要

だと思います。算定方法が違うのであれば何と

も言えないですけど、実際、目標に対して１５

０％いくのは何か要因があると僕は素人ながら

に思うので、その辺もまた調査して、次の観光

につなげていただければと思います。 

渡辺審議監兼観光局長 算定方法はそんなに大

きく変わるところではなく、考え方は同じだと

思います。大きく違ってきたのは、インバウン

ドの福岡空港の利用が非常に多い点だと思いま

す。今回のデスティネーションキャンペーン期

間中の宿泊客数は、当然日本人観光客だけでは

なく、インバウンドも含めた数字になっていま

す。福岡県に出入りするときに必ず福岡空港に

寄るので、福岡県、大分県だけではなくて長崎

県や熊本県に行くお客様も、福岡空港発着でた

くさん来ていると思います。私たちも驚いたん

ですが、その伸び率が非常に大きく、また便数

も増えているので、そういったところも影響し

て、福岡県の数字が想定よりもかなり膨らんだ

と思っています。 

 引き続き、熊本県も台湾便が増えているし、

九州各県のインバウンド状況も踏まえながら、

数と消費額の目標を抱え、お客様の流れも意識

しながらしっかりと対策を講じていきたいと思

います。 

吉村（尚）委員 穴見委員と関連しますが、今

回のＤＣについては市町村や観光協会の約９０

％が成功と回答しています。これを次の万博で

観光にうまくつなげていくときに、１０％が失

敗だったとは言わないでしょうけれども、大き

く成功とは言えなかったという、この辺の理由

は何なのか。宿泊客等がどうしても別府市や由

布院等に行って、通過型になってしまうと周辺

地域ではよく言われることですが、これも理由

にあると思います。この１０％の回答について、

どのようなことが上がっているのか。また、今

後このＤＣを踏まえてどうしていくのか、何か

あればお願いします。 

長谷部観光誘致促進室長 市町村、観光協会の

アンケートにおいて、全く成功しなかったわけ

ではないですが、１０％は効果がなかったと正

直に回答していただいています。確かに通過型

でなかなか来ていただけなかったといったとこ

ろで反省も含めて回答していただいたところは

あります。ただ、各地域で今回のＤＣに向けて、

いろいろ観光素材の磨き上げをやっていただき

ました。そういったものが旅行商品として出て

きているので、そこを県として今後もうまく捉

えて、県が行う商談会等においてもＤＣで培わ

れた観光素材をいかしながらＰＲ、情報発信に

活用していきたいと考えています。 

吉村（尚）委員 本当にいろんなイベントだと

か、コースツアーとか組まれて今回、結構面白

い企画が多かったのではないかと見ていたんで

すが、是非その辺を次の部分でいかしていける

ように、私どもも支援をしていかなければと思

います。よろしくお願いします。 

木付委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 委員外議員の方は御質疑、御意見

などはありませんか。 
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  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で、諸般の報告を終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

森委員外議員 第２回定例会でツーリズムおお

いたについて私から質問しました。そこで観光

局長には、定例会と常任委員会は年に４回しか

ないので、ツーリズムおおいたの不正経理が起

きた６千万円の件について、しっかり委員会で

報告していただきたいとお願いしました。せめ

て定例会、常任委員会のときには現状を必ず説

明するなり、そういった対応をしていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

渡辺審議監兼観光局長 確かに県民にとっても

関心の大きなことですので、その必要性もある

かと思います。今、引き続き裁判が係属中で前

定例会からの進捗はありませんが、それはそれ

として、しっかり報告をすべきという御指摘だ

と思うので、今後もそういう進捗状況も踏まえ

て御報告したいと思います。 

森委員外議員 常任委員の皆さんが尋ねられた

ときに、今の状況が分からないのはあり得ない

と思うので、しっかりとその点はお願いします。 

木付委員長 私から１点、内部統制ですね。こ

れは始まってからもう４年目ですかね、今日は

監査委員も御出席ですが、最初のうちはチェッ

クシートを多分もらっていると思います。それ

でいろいろやってチェックしていたんでしょう。

今はどうか分かりませんけど、自分の仕事が一

つ増えた感じが最初はあったと思いますが、こ

れは我が身を守るためのツールですから、その

辺しっかり職員に周知してもらって、形骸化し

ないように。いつも監査委員から報告が上がっ

てきますよね。なかなか不祥事がなくならない。

この辺は幹部職員の皆さんが下の人たちにしっ

かりと、こういうことですと言わないと。チェ

ックでぴんぴん跳ねるだけではいかんと思って

います。その辺はしっかりとやってください。

もう報告が上がらないよう、よろしくお願いし

ます。 

 それでは、ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 ほかにないので、これをもって商

工観光労働部関係を終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 

  〔商工観光労働部、委員外議員退室〕 

 

木付委員長 これより内部協議に入ります。 

 まず、閉会中の所管事務調査についてお諮り

します。 

 各事項について閉会中、継続調査をしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

木付委員長 御異議がないので、所定の手続を

取ることとします。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

木付委員長 なければ私から、県外調査をもう

一度行こうかと計画しています。その件につい

て委員長の御一任願いますか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

木付委員長 それでは、１２月議会の常任委員

会でお諮りします。１月ぐらいを考えているの

でよろしくお願いします。 

 それでは、これをもって商工観光労働企業委

員会を終わります。 

  お疲れ様でした。 


